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論文内容の要旨
本論文は、イギリス 19 世紀末文学を代表する作家オスカー・ワイルド (1854-1900) とマリー・コレリ (1855
1924) の主要小説作品を取り上げ、その物語世界においてリアリズム的世界の中にファンタジー的要素がいかに浸入
しているかを検証することを通して、現実と非現実の二つの世界の境界線が揺らぎ始めている現象を指摘し、その意
味を考察した研究で、ある。さらに、ワイルドとコレリに加えて、世紀末の他の童話作家やクリスティーナ・ロセッテ
イ、チャールズ・ディケンズ、ロパート・ルイス・スティーヴンソン、ブラム・ストーカーらの物語作品にも言及し、
このリアリズムとファンタジーの混交をそのありようと発展過程に注目することによってより広範な視野から検証
している。本論文は、英語で書かれ、その全体は、序論、 9 つの章、結論から構成され、本論、注、参考文献を含め
て、 A4 判で計 207 ページから成っている。
序論は、世紀末文学におけるリアリズム的世界とファンタジー的要素の混交と相互浸入について、先行研究を踏ま
えてこの特徴のもつ重要性を強調する。第一章は、ヴィクトリア朝の代表的童話の中からメアリー・ド・モーガン、
フォード・マドックス・フォード、ディケンズらの作品を取り上げ、プリンスと結婚しない女主人公の登場に注目し、
童話における伝統的慣習の揺らぎを指摘する。第二章と第三章は、クリスティーナ・ロセッティの『ゴプリン・マー
ケット』とマリー・コレリの『不思議な訪問』を取り上げ、ロセッティの描く人間と敵対する邪悪なゴプリン(悪鬼)
と、コレリの描く人間の現実社会のなかに生きる文明化されたゴプリンとを比較対照し、後者のような新しいタイプ
のゴプリンが現れた意味を考察する。第四章は、コレリの『不思議な訪問』をディケンズの『クリスマス・キヤロル』
と比較することにより、コレリの描く超自然的存在のゴプリンが現実界に侵入し、一方人間である主人公が非現実世
界・ファンタジー界に足を踏み入れる物語の展開に注目し、ここに二つの世界の「境界」の消失を指摘する。第五章
と第六章は、オスカー・ワイルドの代表作『ドリアン・グレイの肖像』と『アーサー・サヴイル卿の犯罪』をゴシッ
ク小説として読み直し、前者では悪魔が登場していないこと、後者ではアーサー卿は危険なモンスターを退治したヒ
ーローとしての機能をもつことを指摘し、現実と非現実世界との明確な「境界」が不透明になっている意味を考察す
る。第七章は、コレリの『サタンの悲しみ』を取り挙げ、超自然的存在のサタンがダンデ、イな紳士の銀行家として世
紀末ロンドンに登場し、その存在が商品化されて表象されるという特徴の意味を考察している。第八章は、ワイルド
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の『ドリアン・グレイ』を都市小説と捉えることを通して、ここに描かれるロンドンは都市を俳佃するフラヌール、
収集家、書物として表象されるテクストであることを説き、都市としての実体性の希薄を指摘する。第九章は、ステ
ィーヴンソンの『ジーキル博士とハイド氏』、ストーカーの『ドラキュラ』を取り上げ、これらの主人公たちの登場
は死という終りの不可能性、終結に対する不確信を前景化するモチーフを苧んでいることを解き明かしている。最後
に、物語におけるリアリズム的世界とファンタジー的性格の融合こそ、イギリス世紀末文学を豊かにする大きな特質
で、あったことを強調して結論の章を締めくくっている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、イギリス 19 世紀の後期ヴィクトリア朝文学を研究対象にして、その代表的作家であるオスカー・ワイ
ルドと、これまで本格的にあまり研究されることのなかった女性作家マリー・コレリとを同一の文学的地平に位置づ
けることにより、世紀末文学の重要な特徴としてリアリズム的文学とファンタジー性との融合・相互侵犯の関係を解
き明かすことを試みた意欲的な研究である。この二つの文学的傾向の融合については、本論は、世紀末期の他の作家
たちの多くの作品を考察対象に取り上げることによって、幅広い視野からの検討と、さらにヴィクトリア朝中期から
後期にかけてのイギリス文学の展開の把握が可能となり、そのため、より一層の説得力を得るのに成功している。特
にワイルドの主要小説作品『ドリアン・グレイ』と『サヴィル卿の犯罪』をヴ、イクトリア朝ファンタジ一文学とゴシ
ック小説との関わりにおいて読み直すことにより、ワイルド文学におけるファンタジー性のもつ重要な意味を説き、
世紀末文学の新たな特質を堀り起こしたことは注目に値する。さらに、コレリのともすれば大衆的小説として軽く見
られがちで、あった『サタンの悲しみ』、『不思議な訪問』などの代表作を、ディケンズ、ロセッティ、ワイルド、ステ
ィーヴィンソン、ストーカーなどからなる後期ヴィクトリア朝文学のひとつの大きな文脈の中に位置づけることに成
功したことも高く評価できょう。文学作品の分析に当たって、類似性ないしは同質的傾向をもっ他の作品との比較対
照の巧みさと、文学テクストの細部を読み解く鮮やかさも特筆すべきであろう。
本論文は、このような優れた研究成果であるにもかかわらず、問題点がないわけではない。まず、現実と非現実、
リアリズム性とファンタジー性からなる二つの世界の「境界J の表わしている内容が必ずしも明確であるとは言えず、
ときに次元の異なる議論が混線して展開することがある。論のどこかでその概念の輪郭、領域、次元を整理しておく
必要があろう。また、ヴ、イクトリア朝における文学的傾向と時代的感性・趣味・世界観との相互関係性についての考
察がやや短絡的に流れる傾向があるのも気になるところである。
しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位にふさ
わしいものと認定する。
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